







歴史地理学調査報告 第12号113～1312006   
浦賀の発展における浦賀ドックの意味  











Ⅰ 浦賀ドック設立による周辺地域の変容  
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る5） 。このように，荒巻は宅地造成目的で海面を  
埋め立てる際に残った土砂を用いて町並みが形成  
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2）浦賀ドック設立と浦賀商人   
a．浦賀ドック略史   
明治29年（1896），浦賀ドックの設立が認可さ  
－115－   
れ，民間の合資会社として創立された。当時は， 船の需要と造船所建設の機運が官民ともに高まっ  
日清戦争中の海道拡大により民間造船所の増設や  ている時期であったといってよい。このような全  
新設が全国的に続出していた0また明治29年 国的動向の中で浦賀ドックは創立されたのであ  
（1896）に航海奨励法・造船奨励法が公布され，造 る。  
皿Ⅷ明治前期における埋め立て部分  
第2図 明治前期の浦賀港における埋め立て地  
（『明治前期関束平野地誌図集成』所収2万5千分の1地形図「浦賀」をもとに作  
成）  
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く。  


























第2黄 浦賀地区住民による浦賀ドックの株保  
有状況（明治30年）  
株主名   株数   株主名   株数   
臼井儀兵衛   1019  飯田林兵衛   6   
三次六兵衛   150  石渡歌書   6   
高橋勝七   110  小上馬吉右衛門  6   
増田太兵衛   60  山下喜助   6   
冨井輿石衛門   60  鈴木吉五郎   6   
太田叉四郎   56  桑原政吉   6   
田遁走兵衛   50  安部治兵衛   5   
石渡真三郎   50  長島タカ   5   
若相思直   50  湖幡要蔵   5   
穴澤輿十郎   50  相滞相次郎   4   
宮井清左衛門   50  橋本重太郎   4   
臼井辰右衛門   50  平野書兵衛   4   
長島思左衛門   32  樋口伊八   4   
臼井弼市   31  臼井五兵衛   2   
財部藤助   30  柴崎金八   2   
加藤小兵衛   25  田村文蔵   2   
粟生太凹郎   20  島本常次郎   2   
鈴木浅吉   20  宮内吉兵衛   2   
岡本又次郎   20  鈴木甚右衛門   
橋本益太郎   16  松本繁吉   
太田友吉   15  米田識太郎   
奈良茂智   15  多田力子   
徳田廣吉   14  岡田豊次郎   
梅原利三郎   12  感見宗之助   
鹿日常吉   四  石井畢太郎   
角井忠次郎  10  
木村藤吉  10  
山本平兵衛  10  
角井源十郎  10  
白井太郎  8  
平戸佐助  7   
第3表 浦賀ドック周辺における業種構成  
業種  
明治31年   大正3年   
洞井戸  劇場（1）  
搾乳所・牛乳販売   
荒巻   酒・砂糖・米穀・  飲食店（5）  
荒物商（1）   酒商（2）  
魚卸商（2）   菓子商（1）  
金物商（1）   雑貨商（1）  
土木請負業（1）   
築地古町  菓子商（1）  
呉服商（1）  
硝子・鋼鉄商（1）  
飲食店（1）   
築地新町  呉服太物商（1）  洋服商（1）   
酒商（1）  





土木請負業（1）   
（『浦賀船渠六十年史』により作成）  （『浦賀案内記』により作成）  








つあったことが明らかである。   
このように明治・大正期を通じて，荒巻周辺に  
は商家が増加し，遊郭や料亭などを中心とした歓  





b．昭和戦前期における商店街   
明治後期から大正期にかけての商店街の形成  
は，昭和期にはどのように展開されたのであろう  
















































第3図 荒巻の風景  
（浦賀文化センター所蔵）  
－119－   
第4囲 浦賀ドック周辺における業種展開（昭和18年頃）  
（横須賀市立浦賀小学校帝・発行（1890）：『わたしたちの浦賀』及び聞き取り調査  
により作成）  



































































取り上げ，戦後のドックとの関連を見ていく。   
吉田商店は，明治期の創業で創業当初は米・  











































Ⅱ ドック従業員の生活から見る荒巻周辺  






第5国 浦賀船渠従業員数推移  
（『浦賀船渠六十年史』により作成）  

































































第6図 昭和5年における浦賀町の職業別人口  
割合  
（『昭和5年国勢調査』により作成）  
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第4東 浦賀ドック関連設立施設一覧  









































（『浦賀船渠六十年史』により作成）   
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第7図 ドック関連施設の分布  
（「横須賀市域図」（2万分の1）をもとに，『浦賀船渠六十年史』及び聞き取り調  
査により作成）  
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の給水施設の新設や明神岬海岸の夜深など，浦賀  
町の住民と折り合いをつけながら進められていっ  
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第5黄 浦賀ドックの社宅（昭和6年）  
種別   所在地  構造   建坪   備考   
社員住宅   芝生  社員住宅   木造平屋建屋根瓦茸   38．90   1戸住  
社員住宅   木造二階建屋根瓦茸   8．75   1戸住  
大津  社員住宅   木造平屋建屋根瓦茸   26．50   1戸住  
社員住宅   木造平屋建屋根瓦茸   33．00   2戸住  
社員住宅  木造平屋建屋根瓦茸  57．00   4戸住   
久里浜  社員住宅  木造平屋建屋根瓦茸  
職工住宅   芝生  職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   54．00   9戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   48．00   6戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   48．00   6戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   60．00   7戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子校章   48．00   6戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子校章   54．00   7戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子校章   48．00   8戸住  
川間  職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   72．00   9戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子校章   72．00   9戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   66．00   11戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   30．00   5戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子枚茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生千枚茸   60．00   10戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   42．00   7戸住  
荒巻  職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   52．50   3戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   37．50   2戸住  
久里浜  職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   64．00   8戸住  
職工住宅   木造平屋建屋根生子板茸   30．00   5戸住   
職工合宿所   芝生   職工合宿所  木造平屋建屋根生子板茸   110．75  
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付 記  
本稿を作成するにあたって，山本詔一先生をはじ   
め，浦賀文化センターの皆様には調査全般にわたり   
便宜を図っていただいたほか，貴重な資料の閲覧・複   
写のご許可をいただき，また多くのご教示を賜りま   
した。現地調査の際には，大出鍋蔵氏，枠本都民，青   
田寛氏，吉田和美氏，綿貫岩夫氏，九星電気の皆様よ   
り多くのご教示をいただきました。また，歴史地理学   
教室の皆様にも，報告書作成にあたってのご助言を   
いただきました。とi）わけ，田追千尋氏，湯澤規子氏   
の聞き取りデータを多く活用させていただきました。   
以上記して厚く御礼を申し上げます。  
注および参考文献  
1）浦賀船韓株式会社の設立認可年である明治29年   
（1896）を浦賀ドックの設立年とし，明治33年   





話者が頻繁に用いた「浦賀ドック」または「ドッ   
ク」という表記を用いる。  
2）「浦賀道見取絵図」は，『五海道其外分閉廷絵図並見  
取絵図（以下延絵図）』の現存80巻中の1巻である。   






図の下措かれたと考えられている。杉山正司   
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